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 高周波プラズマスラスターはアンテナからの

高周波電力によりプラズマと非接触で高密度

プラズマを生成・加速して排気することで推力

を得る宇宙用電気推進機であり、実用化されて

いるホールスラスターやイオンエンジンで問

題となっている電極損耗の問題がなく、長寿

命・大推力化が可能な方式である。実用化に向

け推力や比推力、推力電力比などの性能を向上

させる必要があり、磁場形状やアンテナ方式の

最適化や、追加電磁加速法など様々な試みが行

われている[1]。中性粒子供給位置が推力・比推

力に大きく影響を与えることが近年明らかに

なってきている[2,3]。 
 図1(a)は従来の高周波(ヘリコン)プラズマス

ラスターの原理図で、中性粒子供給位置は高周

波アンテナや磁場源よりも上流の放電管端と

なっている。図1(b)は本研究グループが提案し

ている超音速ガスパフ法であり、ラバールノズ

ルから高圧ガスを噴射することで得られる、発

散角の小さい集束ガスビームとして中性粒子

を供給する、元は磁場閉じ込め核融合プラズマ

において開発された方法である[4]。プラズマ中

心軸のみに中性粒子を供給することで1) プラ

ズマ中心の密度向上による推力増加、2) 放電管

壁周辺のプラズマ密度を抑制することによる

管壁損耗の低減、および3) 壁面損失低減による

推力電力比の向上が可能と考えている。加えて、

放電アンテナを発散磁場下流とすることで上

流への推力に寄与しないプラズマ流の抑制も

併せて行うことを検討している。 
 これまでの研究により、高周波プラズマスラ

スター用に開発したラバールノズルを用いた

集束ガスビームの生成、これを用いたプラズマ

放電に成功している。集束ガスビームは圧力と

しては0.1~10 Pa程度の圧力範囲を持つため、こ

の領域で感度を持つ小型ピラニゲージを開発

し発散角などの計測に成功し、集束条件の把握

がなされたが、シュリーレン法による画像計測

を導入し、空間分布のより詳細な観測を行って

いる。また、超音速ガスパフを用いたプラズマ

放電実験ではラングミュアプローブによる電

子密度空間分布計測、マッハプローブによるイ

オン流速計測を行い、従来のガス供給法と比較

して中心部の電子密度が向上する結果が得ら

れている。 
 上記のほか、ノズルやガス圧計測法などを含

め開発状況について発表する。 
図1 高周波プラズマスラスターとガス供給法 
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